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韓国の大田という場所にある忠南大学医学部病院で，２週間クリニカルクラークシップをさせて頂きまし
た。参加動機としては，将来海外留学をしたいという思いが強く，今のうちから海外の医療を体験してみた
かったということがあります。また，私が富山大学５年生のときに病院臨床実習をしている際，忠南大学の
学生が２人交換留学できており，たまたま救急部でいっしょに実習をする機会があり，その際に仲良くなっ
たというのも大きな理由です。自分がまさか韓国へ留学にいくとは思ってもいなかったことでしたが，近い
ようで遠い韓国に，医療についてはもちろん文化や人間性にもとても興味を感じました。そして欧米ならと
もかく，韓国へ留学する機会は今後なかなかないのではないかと思いいくことを決意しました。
事前準備
忠南大学医学部の微生物学講座の prof.Jo（女医さん）と富山大学の医学教育学講座の廣川先生が交流を
もっていて，廣川先生がまずあちらの先生と交換留学についての交渉をしてくださりました。受け入れられ
た後は，あちらの秘書さんと自分で今後のことを連絡しあうことになり，自分の自己紹介文や回りたい科の
希望などをメールで送り，その他細かい事務連絡などをこまめに行っていきました。特に受け入れに関する
試験などはありませんが，全てのやりとりは英語なのである程度英語に慣らしておいた方がものごとがス
ムーズにいくと思いました。私はいく前にラジオ英会話を聞いたり，英語の日常フレーズ，医学英語などを
軽く勉強しました。
アクセス
富山空港～仁川空港（２時間）
仁川空港～ソウル市内（１時間半）…実習前に２日間ソウル市内を観光しました。
ソウル駅～大田駅（１時間）
韓国の医学部
日本と同じ６年制であり，卒後は１年間のインターンと３年間レジデントとして働き，試験を受け専門医
になります。韓国では徴兵制度があるため，男子医学生は卒後もしくはレジデント終了後３年間軍隊にいか
なければなりません。そのため医者として社会に出るのが遅くなることが問題となっています。
また日本と違う点としては，１つの科に教授という肩書きのドクターが数人いることです。
忠南大学病院
病床数約１１００床と大きな病院であり，小児科，産婦人科，救急は別に病棟がありました。敷地が横にとて
も広く１日に歩く距離は結構なものだと思います。またロケーションとしては市の中心部にあり交通の便も
良く，毎日大勢の患者さんが来院してきます（救急部には１日１００人以上くるそうです）。
一番感動したのが，手術室の充実度です。オペ着のまま行ける食堂があり，休憩室も充実していて，長時
間もしくは１日にたくさんのオペがあってもいちいち着替える手間もなくこまめに休憩がとれるシステムに
なっていました。
１週目：産婦人科での実習
１週間まんべんなく見学できるようスケジュールを組んでいただきました。主な内容としては，手術見
学，不妊症外来，分娩室見学，胎児超音波検査です。手術では，婦人科疾患の内視鏡手術が多かったです。
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特にチョコレート嚢胞，子宮筋腫の手術が多く，その内視鏡手術の技術はとても正確かつスピーディで素晴
らしかったです。成熟奇形種という珍しい疾患の手術もありました。毎回手術後に教授が英語で解説してく
ださり，勉強になりました。
２週目：形成外科での実習
毎朝８時半に医局に集まり，短いミーティング，回診（週２回）をして９時には手術室へ。毎日手術が
５，６件ある。手術内容は顔面骨折の整復が多く，他には褥創のデブリメント，壊死指の切断，耳下腺腫瘍
摘出，メラノーマの切除と皮膚移植，皮弁など様々な症例を見学できた。ほぼ全ての症例で術野に入れても
らい皮膚縫合までさせてもらえ，とても楽しい実習だった。また１日だけ市内の美容クリニックに見学にい
かせて頂き，整鼻術を見せてもらいましたが，感動的な技術でした。
形成外科の先生方は皆とても英語が上手で，親切でフレンドリーな人ばかりでした。手術と手術の間の時
間は休憩室で先生とお話したり休憩したりし，お昼は毎日手術室専用の食堂で食べました。毎晩手術が終
わったら夕飯や飲みに連れて行ってもらい，本当に楽しい思いをさせて頂きました。
実際の生活（宿泊・食事・費用・イベントなど）
宿泊：病院の寮（宿泊代は無料）で病院から徒歩２分，１人１部屋という快適な環境において頂きました。
無線 LAN が完備されているのでインターネットも自由に使えました。ノートパソコンはもっていった方が
良いですし，スマートフォンもかなり役立ちました。
一つアドバイスとしては韓国に滞在する間の現地の友達や先生と連絡するための韓国の携帯電話を購入ま
たは借りたほうが絶対に便利です。韓国の人はメールよりもっぱら電話で連絡をとります。
食事：基本的に辛いものが多く，辛いものが苦手な人や胃腸の弱い人は少しつらいかもしれません。だんだ
ん慣れてきて平気になりますが最初は辛いもの好きの私でも胃腸がつらい時がありました。胃腸薬を持参す
ることをおすすめします。
費用：交通費６万６０００円，宿泊費なし，食費１万円以下（実習期間中はほぼ毎食自分のお金を使いませんで
した），その他（お土産など）
イベント：welcome party，医学生とその両親と先生方で開催する BBQparty（懇親会），週末に市外への
local tour,farewell party など
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感想
２週間の交換留学はあっという間で，最高に楽しく充実した時間でした。
基本的に価値観や教育などは日本ととても似ていました。しかし儒教文化が根底にある点や徴兵制度は日
本とはかなり大きな違いでありそのことによる影響というのはとても大きいものだと感じました。
２週間で本当にたくさんの先生や学生，その他お世話をしてくださった人たちと出会い，いろんなことを
話したくさんのことを体で学び吸収することができました。この経験は実際に自分自身で体験しないと絶対
に得ることのできないものです。今回できた人との繋がり，体験した出来事，学んだ知識は生涯の宝物で
す。自分の世界を広げる大きなチャンスであることは間違いないので，少しでも興味をもっている人はチャ
レンジするべきだと思います。そして今後も忠南大学と富山大学の交流関係を大切にしていってほしいで
す。
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